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グ

ロ
ー
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ョ
ン
と

地

域

秩

序

形

成

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
形
成
が
持

つ
意
味

は
じ
め
に

一

グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
要
件

1
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二
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は
じ
め

に

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
多
国
間
に
ま
た
が
る
地
域
協
調
の
枠
組
み
が
相
次

い
で
誕
生
し
て
き
た
。
例
え

ば

、
A
P
E
C

(ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
、

一
九
八
九
年
)、
M
E
R
C
O
S
U
R

(南
米
共
同
市
場
、

一
九
九

一
年
)、
A
N
C
O
M

(
ア
ン
デ
ス
共
同
市
場
、

一
九
九
二
年
)、
A
F
T
A

(ア
セ
ア
ン
自
由
貿
易
地
域
、

一
九
九
三
年
)
、
N
A
F
T
A

(北
米
自
由
貿
易
協

定

、

一
九
九
四
年
)
等
は

一
九
八
〇
年
代
末
以
降
設
立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
今
日
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
内
の
み

な
ら
ず
世
界
的

に
も
非
常

に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
連
指
導
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
る
豆
満
江
開
発
計
画
や
、
国
家
政
府
間
の
取

り
決
め
を
伴
わ
な
い
、
非
公
式
な
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
華
南
経
済
圏
や
成
長
の
三
角
地
帯
な
ど
も
ま
た
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降

誕
生
し
た
、
国
家
の
枠
組

み
を
超
え
る
顕
著
な
例
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
歴
史
や
宗
教
や
言
語
等

に
お
け
る
多
様
性
が
大
き
い
と
い
う
特
徴
を
抱
え

て
い
る
た
め
に
、
地
域

協

調
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
創
出
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
た
と
え
創
出
で
き
た
と
し
て
も
機
能
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
の
が
従

来

の

一
般
的
な
見
方
だ

っ
た
。
実
際
、
A
S
E
A
N

(東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
、

一
九
六
七
年
)
や
O
A
S

(米
州
機
構
、

一
九
五

一
年
)

と

い
っ
た
僅
少
な
例
で
さ
え
、
設
立
後
ど
の
程
度
機
能
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
に
付
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
日
に
お
い
て
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
多
様
性
に
富
む
と
い
う
特
徴
は
変
わ
る
こ
と
な
く
存
続
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
境
を
越
え
た
地
域
的
枠
組
み
の
形
成
が
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
定
説
を
覆
し
、
地
域
協
調
の
組
織
的
表
現
を
次

々
と
誕
生
さ
せ
て
き
て

い
る
目
の
前
の
出
来
事
を
わ
れ
わ
れ
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
本
稿
で
は
、

近
年
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
地
域
協
調
の
枠
組
み
が
、
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
現
象
に
関
連
し
て
ど
の

よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
、
今
日
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

最
近

の
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
地
域
秩
序
形
成

の
試
み
と
、

一
九
四
〇
1
五
〇
年
代

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ
た
国
際
統
合
ブ
ー
ム



と
を
経

験
的
に
モ
デ
ル
化
し
て
比
較
す
る
と
、
そ
の
性
格
に
お
い
て
明
ら
か
な
違

い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
E
E
C
の
前
身

で
あ
る
E

C
S
C
が
、
石
炭
と
鉄
鋼
の
共
同
管
理
を
通
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
平
和
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
意
図

に
よ

っ
て
設

立
さ
れ
た
も
の
の
、
従
来
の
地
域
秩
序
の
形
成
の
多
く
は
、
軍
事
同
盟
か
、
そ
れ
ら
の
同
盟
を
支
え
る
国
家
間
協
力
、
地
政
学
上
の
戦
略
、

ま
た
は
宗
主
国
・植
民
地
間
関
係

に
帰
す
る
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
最
近

の
A
P
E
C
や
M
E
R
C
O
S
U
R
な
ど
を
見
る
と
、

専
ら
軍

事
以
外
の
複
数
の
イ
シ

ュ
ー
を
取
り
扱
う
国
際
協
力
体
制
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

今
日

の
地
域
的
枠
組
み
が
非
軍
事
的
な
国
際
協
力
体
制
の
性
格
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
本
稿

で
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域

の
地
理
的
・
イ
シ

ュ
ー
的
枠
組
み
の
下
地
が
、
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
沿

っ
て
特
定

の
コ
マ
ン
ド
な
し

に
作
ら
れ
た
後
、
】

九
八
〇
年
代
の
国
際
環
境
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
確
立
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述

べ
、
そ
れ
ゆ
え
に

「地
域
」
の
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
の
リ
ー

ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
策
定
が
、
地
域
形
成
後

の
作
業
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
さ
ら
に
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と

一
口
に
言

っ
て

も
、
そ

の
性
格

に
は
幅
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
の
不
均
質
性
に
よ

っ
て
見
解
の
統

一
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域

の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
策
定
は
困
難
で
あ
り
、
遅
れ
が
生
じ
や
す
い
こ
と
を
A
P
E
C
を
例
に
検
討
す
る
。

一

グ

ロ
ー
バ

ラ
イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン
の
要
件

ま
ず

、
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
基
本
的
に
い
か
な
る
属
性
を
備
え
、
ど
の
よ
う
な
要
件
か
ら
成
り
立

っ
て

い
る
か
に
つ
い
て
か

ら
話
を
は
じ
め
よ
う
。
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
は
今
日
、
商
品
、
資
本
、
ヒ
ト
、
情
報
な
ど
の
世
界
規
模

の
往
来
を
示

す
言
葉

と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界
以
外
で
も
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「国
際
貿
易
の
拡
大
、
多

国
籍
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
、
国
際
的
な
合
同
事
業
の
増
殖
、
資
本

フ
ロ
ー
を
通
し
た
相
互
依
存
の
増
加
を
伴
」
う
も
の
で
あ
り
、
資
本
主
義

の

「市

場
の
論
理
に
よ
る
最
終
的
な
現
象

で
あ
り
、
当
然
か
つ
不
可
避
の
産
物
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
国
家
の
存
在
に
着
目
し



図1グ ロ ー バ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の要 件

て
、
社
会
生
活

の
か
な
り
の
部
分
を
政
治
化
し
て
規
制
し
て
い
る
国
民
国
家
か
ら
、
経
済
ア
ク
タ
ー
を
離
脱
さ

せ
る
も
の
、
と
定
義

さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
往
々
に
し
て
、
経
済

ア
ク
タ
ー
が
世
界
規
模
で
往
来
す
る
現
象
そ
の
も
の
を
指
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
私
は
こ
こ
で
グ

ロ
ー
バ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
、
「資
本
主
義
の
市
場
の
論
理
に
沿

っ
て
世
界
大
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
経
済
運
動
そ
の
も
の

と
、
そ
れ
に
伴
う
多
層
で
多
角
的
な
イ
シ
ュ
ー

・
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
出
現
」
と
定
義
す
る
。

グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
基
本
的
な
要
件
は
、
貿
易
の
変
化
、
国
際
資

本
移
動
、
ア
ク
タ
ー
の

多
様
化
の
三
つ
で
あ
る
。
国
際
資
本
移
動
に
関
し
て
は
さ
ら
に
、
対
外
証
券
投
資
を
中
心
に
し
た
金
融
資
産
を

取
得
す
る
間
接
投
資
と
、
海
外
で
直
接
事
業
経
営
を
行
い
利
潤
を
手
に
入
れ
る
直
接
投

資
と
に
区
分
さ
れ
る
。

貿
易
の
量
的
・地
理
的
拡
大
と
間
接
投
資
の
増
加
に
関
し
て
は
、
十
九
世
紀

の
グ

ロ
ー

バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

特
徴
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
帝
国
主
義
と
植

民
地
化

の
構
造
が
世
界

を
包
囲
し
て
い
た
と
は
い
え
、
商
品
や
資
本
が
国
家
を
離
れ
て
グ

ロ
ー
バ
ル
に
行
き
来

す
る
様
子
は
現
在
の
状

況
と
非
常
に
似
通

っ
て
い
た
た
め
、
貿
易
と
間
接
投
資
の
増
大
と
い
う
要
件

の
み
で
は

二
十
世
紀
末

か
ら
二
十

(
10
)

一
世
紀

へ
向
か
う
独
特
の
現
象
と
し
て
言
及
さ
れ
る
必
要
性
は
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
よ

っ
て
今

日
の
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
従
来

の
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
区
別
す
る
た
め
に
は
、
直
接
投
資

の
拡
大
と
ア
ク
タ
ー
の
多
様
化
を
そ
の
要
件
に
含
め
る
必
要
が
あ
る

(図
1
)。

と
こ
ろ
で
E
C
S
C
や
E
E
C
や
E
U
R
A
T
O
M
等
が
発
足
し
た

一
九
五
〇
年
代

か
ら

一
九
六
〇
年
代

に

か
け
て
、
そ
れ
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
秩
序
形
成
を
理
解
す
る
た
め
の
理
論
が
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た

国
際
政
治
の
学
界

で
盛
ん
に
な

っ
た
。
バ
ラ
ッ
サ
(
B
e
l
a
 
B
a
l
a
s
s
a
)

や

バ
ー
ス
(
E
r
n
s
t
 
B
.
 
H
a
a
s
)

や
ド

イ
ッ
チ

ュ
(
K
a
r
l
 
W
.
 
D
e
u
t
s
c
h
)

等

の
理
論
も
そ
の
中
で
発
表
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
彼
ら
の
理



表1ア ジアの輸出入量の伸び

(出 所)IMF,1)irectionOfTradeStαtisticsYeαrboofe,1989,p.26.

論
は
貿
易
と
間
接
投
資
の
拡
大
に
主
眼
を
置
き
、
直
接
投
資
の
増
加
や
ア
ク
タ
ー
の
多
様
化
の

(11
)

要
素
に
つ
い
て
の
注
意
を
欠
い
た
ま
ま
展
開
さ
れ
た
。
バ
ラ
ッ
サ
と

バ
ー

ス
は
国
家
間

の
結
び

つ
き
を
促
す
主
体
と
し
て
国
家
政
府
、
ま
た
は
政
府

エ
リ
ー
ト
を
想
定
し
、
そ
れ
以
上
ア
ク
タ
ー

を
拡
大
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ま
た
ド
イ
ツ

チ

ュ
は
、
ア
ク
タ
ー
を
企
業
や
N
G
O
ほ
か
社

会
諸
勢
力
を
含
む
市
民
に
ま
で
拡
大
し
た
が
、
直
接
投
資
の
結
果
に
つ
い
て
の
考
慮
を
欠

い
た

た
め
に
、
国
際
交
流

の
量
的
拡
大
が
質
の
発
展
を
招
く
と
い
う
仮
説

の
説
明
で
行
き
詰
ま

っ
た
。

結
局
、
バ
ラ
ッ
サ
や

ハ
ー
ス
や
ド
イ
ツ

チ

ュ
等
の
理
論
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
欧
米
で
脚
光

を
浴
び
な
が
ら
も
、
現
代

の
状
況
を
考
察
す
る
に
は
力
不
足
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
国
際
資
本

移
動
の
直
接
投
資
の
面
と
、
経
済
ア
ク
タ
ー
の
多
様
化
と

い
う
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本
的
要
件
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

1

貿
易
の
拡
大

表
1
は
、
ア
ジ
ア
が
、
世
界
全
体

・
ア
ジ
ア

・
北
ア
メ
リ
カ

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
中
東

に
対
し

て
行
う
輸
出
入
の
前
年
に
対
す
る
増
加
量
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九

八
〇
年
代
前
半
と
後

半

の
統
計
を
そ
れ
ぞ
れ
比
べ
た
場
合
、
中
東

へ
の
輸
出
を
除

い
て
、
全
て

の
地
域
に
対
す
る
ア

ジ
ア
の
輸
出
入
量
は
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
別
の
統
計
に
よ
る
と
、
東
ア
ジ
ア
の
日
本
を
除
く

九

つ
の

国

と

地

域

(イ

ン

ド

ネ

シ

ア
、

マ

レ

ー

シ

ア
、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
、

タ

イ
、

フ

ィ

リ

ピ

ン
、

中

国

、

韓

国

、

台

湾

、

香

港

)

に

つ

い

て

の
輸

出

の
伸

び

率

は

、

一
九

八

〇

ー

八

五

年

に

五

・
七

%

だ

っ
た

の
が

、

一
九

八

五
-

九

〇

年

に

は

一
七

・
三
%

、

ま

た

A

P

E

C

加



表2ア ジアの輸出入の伸び率(世界全体に対しての伸びを1とした場合)

出 所)IMF,DirectionofTradeStatisticsYeαrbook,1989p.26

盟
メ
ン
バ
ー
全
体
で
の
輸
出
の
伸
び
率
は
、

一
九
八
〇
ー
八
五
年

に
三

・
五
%
だ

っ
た
の
が
、

一
九

八
五
ー
九
〇
年
に
は

一
二

・
六
%
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
し
て

一
九
九
三
年

時
点
で
見
た
ア
ジ
ア
の

世
界
輸
出
に
対
す
る
増
加
寄
与
率
は
四
八

・
六
%
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
世

界
輸
入
に
対
す
る
増
加
寄
与
率
も

一
五
%

か
ら
五
六
%

へ
と
高
ま

っ
て
い
る
。
よ

っ
て
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域

の
特
に
東
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心

に
、

一
九
八
〇
年
代
後
半

に
な

っ
て
貿
易
量
が
増
大
し
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
ア
ジ
ア
の
貿
易
量

の
伸
び
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
内

で
の
経
済
的
相
互
依
存
関
係
の
進
化

を
も
伴

っ
て
い
る
。
表
2
は
ア
ジ
ア
の
世
界
全
体

に
対
す
る
輸
出
入
の
伸
び
を
1

と
し
て
、
各
地
域

と
の
輸
出
入
の
伸
び
率
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
の
輸
出
入
は
特
に
ア
ジ
ア
内
や
、
北

ア
メ
リ
カ
と
の
関
わ
り
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
別

の
資
料
を
見
る
と
、
国
家
間
に
多
少
の

振
幅
は
あ
る
も
の
の
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
域
内
貿
易

の
G
D
P
比
は
総
じ
て

一
九
八
〇
年
代

後
半

か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
た
め
、
ア
ジ
ア
地
域
で
の

一
九
八
〇
年
代
後
半

の
貿
易
量

の
拡
大
は
、

財

の
取
引
を
中
心
に
域
内

の
貿
易
依
存
度
を
伴
う
形
で
生
じ
た
と
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

2

国
際
資
本
移
動
の
拡
大

表
3
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
資
本
移
動

の
拡
大
は
直
接
投
資
の
増
加

に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
投
資

の
受
入
先
と
す
る
割
合
は
予
想
に
反
し
て
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
北
東

ア
ジ
ア
を
中

心
と
す
る
A
P
E
C
地
域
が
直
接
投
資

に
お
け
る
投
資
国
と
し
て
台
頭
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
投
資
額

に
換
算
し
て
み
れ
ば
ア
ジ



表3対 外直接投資の変化:1980-92年 の差
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ア
太
平
洋
地
域
全
体
で
相
当
な
額

に
達
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃

す
べ
き
で
は
な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
、
海
外

へ
の
投
資
は
主

に
証
券
投
資
と
い
う
形
で
行
わ

れ
た
。
証
券
投
資
を
は
じ
め
と
す
る
間
接
投
資
で
は
、
国
内
の
投
資
家
が
利
子
や
配

当

の
取
得
を
目
的
に
外
国
の
株
式
や
公
社
債
に
投
資
す
る
こ
と
を
も

っ
ぱ
ら
と
し

(19
)

て
、
直
接
事
業
経
営
に
は
関
わ
ら
な

い
。
例
え
ば
十
九
世
紀
の
中
ご
ろ
、
イ
ギ
リ
ス

の
資
本
輸
出
は
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
そ
の
資

本
の
多
く
が
、
植
民

地
で
採
掘
さ
れ
る
工
業
原
料
を
運
ぶ
た
め
の
鉄
道
建
設

へ
の
融
資

に
使
わ
れ
た
。
ま

た
そ
の
後
、
領
土
や
資
源
、
国
民
、
市
場

に
対
す
る
支
配
的
な
地
位
を
獲
得
し
よ
う

と
す
る
好
戦
的
な
国
家
が
次
々
に
台
頭
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、

間
接
資
本
は
更

に
増

加
し
た
。

さ
て
二
十
世
紀
末

の
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
国
際
的
に
資
本
を

移
動
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る

一
つ
の
要
因
は
、
為
替
相
場
安
定

の
た
め
の
協
調
介
入

と
そ
れ
に
伴
う
構
造
調
整
の
必
要
性
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意

に
よ

っ

て
円
高
ド
ル
安
と
い
う
輸
出
環
境
の
悪
化

に
直
面
し
た
日
本
企
業
は
、
そ
の

一
つ
の

対
策
と
し
て
日
本
か
ら
生
産

コ
ス
ト
の
安

い
海
外

に
生
産
基
地

を
シ
フ
ト
さ
せ
急
場

を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
。
ま
た
、

一
九
八
七
年
の
ル
ー
ブ
ル
合

意
で
は
、
韓
国
や
台

湾
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
を
削
減
す
る
べ
く
ウ
ォ
ン
高
、
台
湾
ド
ル
高
是

正
の
た
め
の
協
調
介
入
が
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
と
き
も
韓
国
や
台
湾
の
企
業
は
A
S

E
A
N
諸
国
に
生
産
プ
ラ
ン
ト
を
移
転
さ
せ
る
と
い
う
戦
略
に
出
た
た
め
、
直
接
投



資

の
額
が
拡
大
し
た
。

こ
の
よ
う
に

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
グ

ロ
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減

の
た
め
に
生
産
拠
点

を
海
外
に
移
す
と
い
う

形

で
の
投
資
体
制
を
採

る
こ
と
で
、
企
業
内
分
業
を
国
境
を
越
え
て
実
現
し
た
こ
と
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
特

に
域
内
で
の
直
接

投
資
の
割
合
が
上
が

っ
た
こ
と
は
、
域
内
貿
易
の
拡
大

に
貢
献
し
、
結
果
的
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
内
で
の
経
済
的
相
互
依
存
度
を
上
昇

さ
せ
た
。

3

ア
ク
タ
ー
の
変
化

十
九
世
紀

の
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
そ
の
中
心
と
な

っ
た
ア
ク
タ
ー
は
、
国
家
政
府

で
あ
り
、

国
家
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

図2国 際活動でのアクターの多様化

ワーキ ング ・ホ リデーの若者

す
る

一
部

の
会
社
だ

っ
た
。
ま
た
、
農
業
や
鉱
山
採
掘
な
ど
を
目
的
と
し
た
労
働
者

の
移
動

(移

民
)
も
存
在
し
た
。

し
か
し
二
十
世
紀
末

の
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
担
う
ア
ク
タ
ー
は
、
官

・
民
の
両
分
野

で
急
激
に
増
大
し
て
い
る
。
国
際
的
な
活
動
を
行
う
公
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
従
来
は
国
家
政
府

が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
が
、
今
日
で
は
地
方
自
治
体
や
行
政
法
人
、
あ
る
い
は
国
連
ほ
か

国
際
機
構

に
よ
る
国
際
環
境
づ
く
り

へ
の
寄
与
度
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
活
動
に

従
事
す
る
民
間
ア
ク
タ
ー
に
関
し
て
は
、

一
般
企
業
や
国
際
投
資
家
に
加

え
、
政
党
、
圧
力
団
体

ほ
か
各
種

の
非
営
利
団
体
が
関
わ

っ
て
き
て
い
る
し
、
個
人

レ
ベ
ル
で
も
、
労
働
者

の
他
、
ワ
ー

キ
ン
グ

・
ホ
リ
デ
ー
や
留
学
や
旅
行
を
目
的
と
し
て
多
く

の
人
々
が
世
界
を
自
由
に
行
き
来
し
て

い
る
。
さ
ら
に
今
日
で
は
、
海
外
に
出

か
け
な
い
人
や
団
体

で
さ
え
、
様

々
な
メ
デ

ィ
ア
を
利
用



し
た
り
海
外
向
け
の
献
金
活
動
を
行

っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
往
々
に
し
て
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ク
タ
ー

と
な

っ
て
い
る

(図

2
)
。

二

地
域
枠
組

み
形
成

の
た
め

の
要
因

グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
要
件
で
あ
る
貿
易

の
変
化
、
投
資
の
増
加
、
ア
ク
タ
ー
の
多
様
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に

一
九
八
〇
年
後
半

以
降

の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
経
済
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
と
り
わ
け
直
接
投
資
の
増
加
と

ア
ク
タ
ー
の
多
様
化

は
、
現
代
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
域
内

の
相
互
依
存
関
係

の
強
化
に
深
く
関
わ
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
現
代
の
グ

ロ
ー

バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
現
れ
が
、
即
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
地
域
的
枠
組

み
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
き
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な

い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
現
代
の
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
萌
芽
が
既
に

一
九
七
〇
年
初
め
か
ら
現
わ
れ
、

一
九
八
〇
年
初

め
に
は
経
済
的
側
面

で
の
結

合
度
が
か
な
り
高
ま

っ
て
き
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
八
〇
年
代
末

に
な
る
ま
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
を
包
括
す
る
地
域
的
枠

組
み
は
出
現
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
章
で
は
前
章

の
地
域
枠
組
み
形
成
の
た
め
の
基
礎
的
要
件

(必
要
条
件
)
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
の
地
域
的
枠

組
み
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
十
分
条
件

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

1

冷
戦
構
造

の
崩
壊

冷

戦
の
終
結
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
地
域
秩
序
づ
く
り
に
対
し
て
政
治
的
側
面
と
経
済
的
側
面
の
双
方
か
ら
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

政

治
的
側
面
で
は
次
の
二

つ
の
こ
と
が
言
え
る
。
ま
ず
、
冷
戦
下
に
お
い
て
、
多
く
の
国
は
ア
メ
リ
カ
あ
る
い
は
ソ
連

の
ど
ち
ら
か
の



傘
下
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、
主
権
国
家
と

い
っ
て
も
超
大
国
の
意
向
に
沿

っ
た
形
で
政
策
を
立
て
、
独
自

の
外
交
は
取
り
難

い
状

態

に
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
対
峙
す
る
舞
台
の

一
つ
で
あ

っ
た
し
、
中

国
の
米
ソ
双
方

へ
の
関

係
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
際
環
境
を
規
定
す
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
地
域

の
各
国
家

の
行
動
は
大
幅

に
制
限

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
冷
戦
終
結

に
よ

っ
て
軍
事
的

・
戦
略
的
理
由
が
失
わ
れ
る
と
、
米
ソ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

は
減
退
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

諸

国
は
超
大
国
の
足
枷

か
ら
外
れ
て
自
立
的

に
外
交
政
策
を
策
定

・
実
行
す
る
こ
と
が
可
能

に
な

っ
た
。

ま
た
冷
戦
期
に
、
ソ
連
を
除

い
た
格
好
で
ア
メ
リ
カ
を
含
む
地
域
的
取
極
め
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
と
、
現
実

に
そ
う
で
あ
る
か
ど
う

か
を
問
わ
ず
国
際
世
論
上
「
同
盟
」
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
る
た
め
、
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
は
そ
の
よ
う
な
体
制

に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と

に
拒
否
的
反
応
を
示
し
が
ち
で
あ

っ
た
が
、
冷
戦
終
了
後
は
、
そ
の
環
境
の
変
化
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
従
属
す
る
同
盟
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

(
25
)

吹

聴
さ
れ
る
危
険
性
を
激
減
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
冷
戦
の
終
結
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
国
際
関
係

に
対
す
る
バ
イ
ア
ス
の
除
去

と
地
域
秩
序
関
係
の
構
築

に
働

い
た
。

さ
ら
に
地
域
秩
序
形
成

に
関
し
て
、
冷
戦
体
制

の
終
了
に
伴
う
経
済
的
影
響
も
二
点
指
摘
で
き
る
。

一
つ
め
は
、
旧
社
会
主
義
国
が
市

場
経

済
に
参
入
す
る
に
し
た
が

っ
て
、
投
資
受
入
国
が
拡
大
さ
れ
た
た
め
に
、
限
ら
れ
た
直
接
投
資
と

い
う
パ
イ
を
め
ぐ

っ
て
投
資
受
入

(
26
)

国

は
従
来
以
上
に
競
争
を
強

い
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
直
接
投
資
を
確
保
す
る
た
め
に
は
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備
等
を
行
い
、

投
資

者
に
と

っ
て
魅
力
あ
る
環
境
作
り
が
必
要
と
な
る
が
、
国
際
分
業
が
進
み
、
国
境
を
越
え
た
結
び

つ
き
が
強
ま

っ
て
い
る
現
代
の
状

況

の
中
で
は
、
複
数
国
間

の
協
力
が
た
び
た
び
要
請
さ
れ
る
。

ま
た
、
冷
戦
下
で
は
コ
コ
ム

(C
O
C
O
M
)

に
よ
り
、
ソ
連
を
は
じ
め
と
す
る
東
側
諸
国
の
軍
事
力
拡
大

に
直
結
す
る
戦
略
物
資
や

技
術

を
輸
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
禁
止
ま
た
は
規
制
し
て
い
た
が
、冷
戦
終
結
を
受
け
て

一
九
九
〇
年
六
月
に
大
幅

に
規
制
緩
和
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
流
通
に
お
け
る
東
西
の
障
壁
を
減
ら
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
流
通

の
自
由
化
に
貢
献
し
た
。



2

G
A
T
T
シ
ス
テ
ム
の
弱
体
化

G
A
T
T
は
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
自
由
で
多
角
的
で
無
差
別
の
世
界
貿
易
体
制
を
確
立
す

べ
く
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
長
ら
く

貢
献
し

て
き
た
が
、

一
九
八
〇
年
代
に
入

っ
て
、
そ
の
機
能

に
疲
弊
が
見
え
は
じ
め
る
。

一
九

八
六
年
に
は
じ
ま

っ
た
G
A
T
T
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
は
た
び
た
び
難
航
し
、
し
ば
し
ば
そ
の
交
渉
決
裂
が
心
配
さ
れ
た
。
G

A
T
T

シ
ス
テ
ム
が
こ
の
よ
う
に
機
能
不
全
に
陥

っ
た
理
由
は
以
下
の
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

第

一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
上
の
覇
権
力
の
低
下
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
力
の
台
頭

で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
終

わ
り
か
ら

一
九
七
〇

年
代
初

め
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
が
急
激
に
経
済
的
な
覇
権
を
失

っ
て
い
く
の
に
伴

い
、
G
A
T
T
を
支
え
る
力
も
低
下
さ
せ
る
よ
う
に

な

っ
て
き
た
。

一
方

で
ア
ジ
ア
は
急
速
な
経
済
成
長
を
実
現
し
、
国
際
政
治
の
ア
リ
ー
ナ
に
お
け
る
発
言
力
を
日
々
高
め
て
き

つ
つ
あ

っ

た
。
こ

の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
と
の
間
の
政
治
的
・経
済
的
力
の
格
差
の
縮
小
は
、
双
方
の
不
安
、
懸
念
あ
る

い
は
不
満
を
生
み
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
国
際
関
係
を
複
雑
化
さ
せ
た
。

第
二

に
、
G
A
T
T
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
は
参
加
国
数

に
お
い
て
史
上
最
大
の
交
渉
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
参
加
国
の

多
さ
が
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
を
難
航
さ
せ
る

一
つ
の
要
因
と
な

っ
た
。
確
か
に
参
加
国
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
、
世
界
規
模
の
自
由
貿

易
の
実

現
に
よ
り
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
各
国
の
利
害
調
整

に
相
当
な
時
間
を
要
す
る
た
め
、
合
意
に
到
達
す

る
こ
と
は
い
っ
そ
う

困
難
に
な
る
。
そ
の
た
め
自
由
貿
易
体
制
の
実
現
の
た
め
な
ら
ば
何
も
世
界
レ
ベ
ル
で
実
現
し
な
く
と
も
、
地
域
レ
ベ
ル
で
十
分
で
あ
る

(27
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と
い
う
考
え
も
出
現
し
た
。

第
三

に
、
自
由
な
貿
易
体
制
の
確
立

に
向
け
て
取
り
扱
う

べ
き
イ
シ

ュ
ー
が
拡
大
し
、
G
A
T
T
で
は
対
応

で
き
な
く
な

っ
た
現
実
が

あ
る
。

G
A
T
T
が
誕
生
し
て
し
ば
ら
く
は
、
関
税
障
壁
の
削
減
な
ど
財

の
貿
易
に
関
す
る
交
渉
と
取
り
決
め
で
貿
易
の
自
由
化
に
十
分

貢
献
で
き
た
。
し
か
し

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
企
業
が
直
接
投
資
な
ど
従
来
は
想
定
さ
れ
な
か

っ
た
戦
略
を
取
る
よ
う

に
な

っ
た
り
、
サ
ー



ビ

ス
や
情
報
や
金
融
に
関
わ
る
産
業
が
世
界
的

に
拡
大
し
て
き
た
た
め
に
、
G
A
T
T
の
交
渉

か
ら
抜
け
落
ち
る
分
野
が
顕
著

に
な
り
は

じ
め
た
。
そ
の
ほ
か
、
繊
維
や
自
動
車
な
ど
に
関
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
輸
入
国
の
恣
意
性

に
左
右
さ
れ
た
り
輸
出
自
主
規
制
を
行
わ

ざ
る
を
得
な
い
な
ど
G
A
T
T
ル
ー
ル
の
枠
外
措
置
が
横
行
す
る
よ
う
に
も
な

っ
て
き
た
。
ま
た
、

コ
ピ
ー
商
品

の
よ
う
に
不
正
な
製
品

の
輸
出
問
題
や
知
的
所
有
権
の
ル
ー
ル
の
欠
如
も
指
摘
さ
れ
は
じ
め
、
さ
ら
に
貿
易
紛
争

の
長
期
化
、
深
刻
化

も
問
題

に
な

っ
て
き
て

い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
自
由
な
貿
易
体
制

の
確
立
、
維
持
は
も
は
や
G
A
T
T
で
は
対
処
し
か
ね
て
お
り
、
当
該
課
題

に
対
応
で
き
る
枠
組
み

(29
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が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

3

E
C
と
米
加
自
由
貿
易
協
定

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
経
済
を
中
心
目
的
と
し
た
多
国
間
協
定
が
拡
大
、
強
化
さ
れ
は
じ
め
た
が
、
特
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
南
北
ア

メ
リ
カ
の
動
向
は
世
界
的

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

E
C
に
つ
い
て
は

一
九
八

一
年

に
ギ
リ
シ
ア
が
、

一
九
八
六
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
が
加
盟
し
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
を
覆
う

体

制
が
確
立
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
く

一
九
八
六
年

に
は
単

一
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
議
定
書
が
調
印
さ
れ
て
、

一
九
九
二
年
末
ま
で
に
各
加

盟
国
の
有
す
る
非
関
税
障
壁
が
完
全

に
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
E
C
が
巨
大
な
経
済
力
を
抱
え
た
連
合
体
と
し

て
先
進
国
及
び
途
上
国

の
輸
出
入

に
威
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
世
界
経
済
の
ル
ー
ル
そ
の
も
の
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
と

考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
、
南
北
ア
メ
リ
カ
に
は

一
九
六
〇
年
代
よ
り
い
く
つ
か
の
地
域
機
構
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
統
合
連

合

や
中
米
共
同
市
場
な
ど
は

一
九
八
〇
年
代
後
半

に
な

っ
て
動
き
を
活
発
化
さ
せ
る

一
方
、
新
た
な
地
域
秩
序
構
築

に
向

か
う
動
き
も
非



常

に
積
極
的

に
な

っ
て
き
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
全
域
を
視
野
に
入
れ
た
経
済
外
交

の
展
開
は
注
目
に
値
す

る
。
ア
メ
リ
カ
は

一
九
八
七
年
に
メ
キ
シ
コ
と
の
間
で
貿
易
投
資
枠
組
み
協
定
を
締
結
し
た
の
に
続

い
て
、
複
数
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸

国
と

の
貿
易
投
資
枠
組
み
協
定
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に

一
九
八
八
年

一
月
に
は
カ
ナ
ダ
と
の
間
に
米
加
自
由
貿
易
協
定
を
結
び
、
将
来
的

に
見

て
南
北
ア
メ
リ
カ
全
域
を
包
含
す
る
形
で
モ
ノ

・
サ
ー
ビ
ス

・
ヒ
ト

・
カ
ネ
が
自
由

に
行
き
交
う
市
場
が
完
成
す
る
こ
と
は
不
可
避

で
あ
る
と
い
う
雰
囲
気
が
に
わ
か
に
湧
き
起
こ

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
巨
大
な
市
場
が
登
場
し
た
結
果
、
世
界
経
済

の
要
塞
化
・ブ

ロ
ッ

ク
化

と
経
済
フ
イ
ー
ル
ド
に
お
け
る
欧
米
主
導
の
ル
ー
ル
ズ
・
オ
ブ
・ゲ
ー
ム
づ
く
り
が
懸
念
さ
れ
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と

ア
メ
リ
カ
の
両
方
の

巨
大

市
場
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
々
は
次
第
に
不
安
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。

三

地
域
と
し
て
の
覚
醒

ー

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

貿

易
及
び
投
資

の
量

・
質
両
面
で
の
変
化
と
ア
ク
タ
ー
の
多
様
化
は
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
具
象
的
形
態

で
あ
り
結
果
で
あ
る

が
、

こ
れ
ら
は

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降

の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
地
域
化
の
必
要
条
件
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
し

て
前
章
で
見
た
よ
う

に
、
冷
戦
の
終
焉
、
G
A
T
T
シ
ス
テ
ム
の
行
き
詰
ま
り
、
巨
大
市
場
の
出
現
と
い
っ
た
国
際
環
境
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
で
、
既
存
の

国
家

や
都
市
と
い
っ
た
領
域
的
単
位
と
は
区
別
さ
れ
た

「地
域
」

(リ
ー
ジ

ョ
ン
、
r
e
g
i
o
n

)
が
出
現
し
た
。

従
来
、
「地
域
」
は
、
地
理
的

に
近
接
し
た
領
域
の
中
で
生
じ
る
経
済
フ
ロ
ー
の
、
偏

っ
た
集
中
を
緩
和
し
た
り
、

経
済
面
で
の
外
交
政

策
を
調
整
し
た
り
、
あ
る
い
は
国
家
間
の
政
治
的
・軍
事
的
な
戦
略
を
設
定
し
た
り
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め

に
、
地
理
的
近
接
性
を



持

つ
こ
と
が
当
然
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
現
代
的
な
特
徴
を
持

つ
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
、
「地
域
」

は
必
ず
し
も
地
理
的
近
接
性
を
持

つ
こ
と
を
要
し
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
今
日
で
は
、
米
ド
ル
が
通
用

す
る
貨
幣
地
域
な
る
も

の
が
存
在
し
、
モ
ノ

・
サ
ー
ビ
ス

・
ヒ
ト

・
情
報
が
距
離
や
場
所
に
関
係
な
く
行
き
来
し
て
、
既
存
の
領
域
的
単
位

に
と
ら
わ
れ
な
い
グ

ル
ー
プ
が
誕
生
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ

.
イ
ス
ラ
エ
ル
自
由
貿
易
地
域
な
ど
の
よ
う
に
、
以
前

で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
遠

い
場
所
と
の
共
同
市
場
戦
略
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
地
理
的
近
接
性
は
、
も
は
や
必
然
的
に

「地
域
」
の
要
件
で
は
な
い。

さ
て
、
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
て
「地
域
」
を
発
生
さ
せ
る
動
き
は
、
今
日
、
殊
更
新
し
い
現
象
で
は
な
い
。
地
域
化
が
、
国
家

の
よ
う

な
既
存

の
領
域
的
単
位
を
越
え
る
社
会
統
合

の
進
展
、
あ
る
い
は
社
会
的

・
経
済
的
相
互
依
存
の
プ

ロ
セ
ス
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
か
つ

て
の
植
民
地
化
も
ま
た

「地
域
」
を
構
築
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
だ
。
但
し
、
従
来

の
国
家
や
州
と
い
っ
た
単
位
か
ら

離

れ
て
空
間
的

・
構
造
的
に
異
な
る
「地
域
」
が
確
立
さ
れ
て
い
く
過
程

で
生
じ
る
、
今
日
の
地
域
化
は
、
植
民
地
化
な
ど
の
形
で
現
れ
た

図3地 域化の経緯

「地域」の目的設定→地域化旧来

地域化→ 「地域」の目的設定今 日

旧
来

の
地
域
化
と
比
べ
て
、
知
覚
さ
れ
る
以
前
に
特
別
な

コ
マ
ン
ド
な
き
ま
ま
生
じ
て
い
る
と
い
う
点
で
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。
旧
来
の
地
域
化
は
、
植
民
地
化

の
例
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
植
民
地

の
獲
得

・
支
配
、
天
然
資
源
の
独
占
、
原
住

民

へ
の
搾
取
な
ど
に
よ

っ
て
、
巨
大
な
経
済
的
利
益
や
軍
事
戦
略
上
の
ア
ド
ヴ
ァ
ン
テ
ー
ジ
を
手

に
入
れ
る
と
い
う
目
的

が
設
定
さ
れ
た
上
で
、
作
為
的
に
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
が
、
今
日
の
地
域
秩
序
形
成
に
関

し
て
は
、
「地
域
」
の
目

的
設
定
よ
り
も
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
国
際
環
境

の
変
化
に
よ

っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
地
域
化
が

先
行
す
る
。
A
P
E
C
、
N
A
F
T
A
、
A
F
T
A
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
秩
序
形
成

は
そ
も
そ
も
、
市
場
の
論
理
で
動
く
経
済
ア
ク
タ
ー
が
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
沿
う
形
で
経
済
交
流
や
情
報
の
行

き
来

の
活
発
化
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
、
変
化
す
る
国
際
環
境

の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
そ
し
て
、
「地
域
」

と
し
て
の
目
標
や
原
則
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
「
地
域
」
が
生
じ
た
後
に
そ
の
設
定
の
必
要
性
が
後

天
的
に
認
識
さ
れ
、
事

後
対
策
的
に
「地
域
」
の
方
向
性
は
決
定
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

(図
3
)。



図4リ ージョナリズムの存在

自
然
発
生
的

に
誕
生
し
た
「地
域
」
は
往
々
に
し
て
、
国
際
的
な
戦
略
の
必
要
性

か
ら
フ
ォ
ー
マ
ル
な

単
位
と
し
て
確
立
さ
れ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
各
国
家
政
府
が
と
も
に

「地
域
」
を
フ
ォ
ー

マ
ル
な
単
位
と
し
て
確
立

・
維
持
し
、
国
際
情
勢

へ
の
キ
ャ
ッ
チ

・
ア
ッ
プ
を
協
調
的

に
図
ろ
う
と
す

る
に
つ
れ
、
「地
域
」
と
し
て
の
自
覚
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
官
界

・
財
界

・
学
界
を
中
心
に
し
て
生

ま
れ
て
く
る
。
ま
た
、
新
た
な
空
間
が
創
造
さ
れ
た
結
果
、
「地
域
」
設
立
の
理
念

・
原
則

・
方
針

・
目

的
を
備
え
る
こ
と
も
必
要
と
な

っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な

一
個
の

「地
域
」
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
化
さ
れ
た
信
念
や
そ
の
実
行
形
態
が
、
す
な
わ
ち

(
35
)

リ

ー

ジ

ョ
ナ

リ

ズ

ム

と
呼

ば

れ

る

も

の

で
あ

る
。

こ

こ

で
私

は

、

リ

ー
ジ

ョ
ナ

リ
ズ

ム

を

「
あ

る

一
定

の
範

囲
で
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
仲
間
同
士
の
軍
事
的

・
政
治
的

・
経
済
的
利
益
を
改
善

・
伸
長
さ
せ
る
た
め
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
、
ま
た
は
そ
の
実
行
形
態
」
と
定
義
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
現
代
の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
地
域
化
の
後

に
生
じ
る
こ
と
を
そ
の
最
大
の
特
徴
と
す
る
が
、

一
口
に
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
言

っ
て
も
、
各
国
家
政
府
が
希
求
す
る
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
ほ
か
、
A
P
E
C
・
N
A
F
T
A
・A
F
T
A
・

S
A
A
R
C
を
相
互
に
比
較
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
「地
域
」
と
し
て
求
め
る
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
多
様
性
に
富

み
、
実
際
世
界
で
観

察

で
き
る
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
性
格
の
違

い
は
計
り
知
れ
な
い
。
例
え
ば
貿
易

に
関
す
る
複
数
の
地
域
的
取
極
め
を
見
る
と
、
G
A
T

T

・
W
T
O
が
求
め
る
よ
う
な
自
由
で
多
角
的
で
無
差
別
の
貿
易
体
制
を
唱
導
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
保
護
主
義
的

・
相
互
主
義
的
な
貿

易
レ
ジ
ー
ム
の
確
立
を
求
め
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
国
境
と
、
国
家
の
持

つ
主
権

の
意
義
を
大
前
提
に
す
る
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
れ

ば
、
国
家
と
い
う
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な

い
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
で
性
質
に
お
い
て
幅

の
あ
る
リ
ー
ジ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
は
、
図
4
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
縦
軸
に
、
言
語
や
宗
教
、
文
化
、
血
縁
な
ど
か
ら
く
る
所
属
意

識
を
基
礎
に
、
国
家
等

の
領
域
的
単
位
の
独
立
や
統

一
を
志
向
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
考
え
を
設
定
す
る

一
方
、
横
軸

に
、
自



由

で
無
差
別
で
多
角
的
、
か
つ
地
球
的
な
規
模
で
を
包
括
的
に
対
処
す
べ
き
だ
と
い
う
グ

ロ
ー
バ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
お

い
た
座
標
軸
を
設
け
る
と
、
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
そ
の
間
に
存
在
す
る
漸
近
線
と
な
る
。
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
限
り
な
く
ナ
シ
ョ

ナ

ル
な
性
格
に
近

い
も
の
が
あ
る

一
方
で
、
限
り
な
く
グ

ロ
ー
バ
ル
な
性
質
を
有
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム

が

ナ
シ

ョ
ナ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
と
グ

ロ
ー
バ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
を
ど
れ
く
ら

い
ず

つ
の
割
合
で
併
存
さ
せ
て
い
る
か
、
座
標
面

の
漸
近
線
上
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の

「地
域
」
や
国
家

に
よ

っ
て
変
わ

っ
て
く
る
。

一
見
、

一
般
化
の
難
し
そ
う

な

リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
、
実
は
こ
の
よ
う
な
漸
近
線

で
描
か
れ
る
べ
き
性
質

の
幅
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

3

A
P
E
C
の
場
合

一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
特

に
発
展
途
上
に
あ
る
国

の
多
く
が
、
海
外
か
ら
の
直
接
投
資

の
受
け
入
れ
を
増

加

さ
せ
な
が
ら
、
輸
入
代
替
化
政
策
か
ら
輸
出
主
導

の
工
業
化

へ
と
転
換
を
図
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
も
グ

ロ
ー

バ
ラ
イ
ズ
し
た
世
界

に
し

っ
か
り
と
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
波
が
ア
ジ
ア
太
平

洋

に
も
流
入
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
内
で
の
モ
ノ

・
サ
ー
ビ
ス

・
ヒ
ト

・
カ
ネ

の
往
来
が
激
し
く
な
り
、
地
域
内
の
経
済
的
な
相
互
依

存
度
が
高
ま
り
は
じ
め
た
。
折
り
し
も
世
界
的
に
は
、
G
A
T
T
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
停
滞
に
よ
る
動
揺
、
巨
大
な
共
同
市
場

の
登
場
、
先
進
諸
国

で
の
経
済
保
護
主
義
の
激
化
と
貿
易
紛
争
の
深
刻
化
が
問
題
と
な
り
は
じ
め
た
こ
ろ
だ

っ
た
。
世
界
銀
行
の
い
う
八

つ
の

「高
成
長
の
東
ア
ジ
ア
経
済
」
を
含
ん
だ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
、
輸
出
競
争
力
を
武
器
に
「外
向
き
」
の
経
済
政
策

に
よ

っ
て
そ
の

成
長
を
実
現
し
て
き
た
た
め
、
当
地
域
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
経
済
環
境
・世
界
情
勢
の
不
安
定
化
は
地
域
経
済

の
死
活
問
題

に
違
い
な
か

っ

た
。こ

の
よ
う
な
状
況

に
並
行
す
る
形
で
、
豪
日
二
国
間

で
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
誕
生

に
向
け

て
の
調
整
が
進
め
ら
れ
、



一
九

八
九
年

」
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ボ
ブ

・ホ
ー
ク
(
B
o
b
 
H
a
w
k
e
)

首
相
に
よ
り
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
経
済
協
力
構
想
が
提
案

さ
れ

て
、
同
年
十

一
月

に
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
第

一
回
目
の
閣
僚
会
議
が
実
現
し
た
。
し
か
し
当
時
は
ま
だ
、
北
米
か
ら

西
太
平
洋
、
南
ア
ジ

ア
ま

で
包
括
す
る
「地
域
」
を
誕
生
さ
せ
る
自
覚
は
官
民
と
も
低
く
、
A
P
E
C

の

一
般
原
則
は
、
閣
僚
全
員
の
合
意

に
基
づ
く
共
同
声
明

で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ギ

ャ
レ
ス
・
エ
バ
ン
ズ
(
G
a
r
e
t
h
 
E
v
a
n
s
)

外
務
貿
易
相
に
よ
る
議
長
総
括
に
盛
り
こ
ま
れ
る
形
を
と

っ

た
。
し
か
も
、
そ
の
議
長
総
括
で
述

べ
ら
れ
た
A
P
E
C
の
目
的
と
は
、
地
域
及
び
世
界
経
済
の
成
長
と
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
で
あ
り
、

A
P
E

C
は
あ
く
ま
で
も
経
済
領
域

に
焦
点
を
当
て
て
、
地
域
及
び
世
界
の
た
め
に
相
互
依
存
関
係
を
強
化
し
、
開

か
れ
た
多
角
的
貿
易

(
39
)

体
制
を
促
進
す
る
こ
と
と
、
非
常

に
曖
昧
で
大
風
呂
数
を
広
げ
た
格
好
で
示
さ
れ
た
。

A
P

E
C
が
地
域
化

の
過
程
を
脱
し
た
後
、
「地
域
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

へ
の
着
手
が
意
識
的

に
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
、
一
九

九

一
年

に
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
第
三
回
A
P
E
C
閣
僚
会
議

に
お
い
て
で
あ
る
。
韓
国
の
盧
泰
愚
大
統
領
は
開
幕
基

調
演
説
で
、
A
P
E

C
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
し
て
、
①
自
由
主
義

の
原
則

に
基
づ
く
、
オ
ー
プ

ン
・リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム

(開
か
れ
た
地
域
主
義
)
を
実
現
す

る
、
②
域
内

の
A
S
E
A
N
や
N
A
F
T
A
を
取
り
込
ん
だ
地
域
的
協
力
組
織
と
し
て
活
動
す
る
、
③
先
進
国
と
開

発
途
上
国
の
発
展
格

差
を
縮
小
し
、
域
内
社
会
主
義
経
済
の
開
放
と
改
革
を
支
援
し
、
こ
れ
ら
の
国
が
ア
ジ
ア
・太
平
洋
経
済
圏

に
加
わ
る
こ
と
に
力
を
貸
す
、

(40

)

④
長
期
的

に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
全
体
に
わ
た
る
自
由
貿
易
地
域
の
形
成
を
目
指
す
、
の
四
つ
の
原
則
を
主
張
し
た
。

こ
れ
ら

の
原
則
の
中

で
も
、
A
P
E
C
が
そ
の
後
の
方
向
性
を
定
め
て
い
く
上
で
特
に
注
目
す

べ
き
は
、
オ
ー
プ

ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
第
三
回
A
P
E
C
ソ
ウ
ル
会
議
以
降
、
A
P
E
C

の
基
底
を
な
す
精
神

と
し

て
取
り
扱
わ
れ
、
閣
僚
会
議

の
共
同
声
明
や
賢
人
会
議
の
報
告
書
の
文
言
上
に
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
も

そ
も
オ
ー
プ

ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
貿
易
が
拡
大
し
て
い
く
実
態
を
言

い
表
す
表
現
と
し
て
使
わ
れ
は
じ
め
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
各
国
家
政
府
は
、
市
場
経
済
の
中
で
国
際
取
引

の

コ
ス
ト
を
減
少
さ
せ

る
べ
く
、
自
主
的
か
つ

一
方
的
(
u
n
i
l
a
t
e
r
a
l
)

に
自
由
な
貿
易
と
投
資
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
形
で
公
共
財
を
投

入
し
て
き
た
が
、
こ



の
こ
と
は
各
国
の
貿
易
を
促
進
し
て
経
済
成
長
を
実
現
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
外
に
い
る
ア
ク
タ
ー
の
参
加
を
排
除
す
る
こ
と
な

し

に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
全
体
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
。
こ
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
独
特
の
経
済
成
長
の
過
程
と
結
果

が
評
価
さ
れ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
発
展
は
オ
ー
プ

ン

・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
語

に
よ

っ
て
形
容
さ
れ
て
き
た
。

他
方
A
P
E
C
が
誕
生
し
て
毎
年
閣
僚
会
議
を
重
ね
る
よ
う
に
な
る
と
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
外
部
と
内
部

の
双
方
か
ら
A
P
E
C

の
存
在
意
義
と
将
来
的
な
方
向
性
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
が
い
っ
そ
う
要
求
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
A
P
E
C

メ
ン
バ
ー
の
閣
僚
や
首

脳
ら
は
、
A
P
E
C
賢
人
会
議

の
報
告
を
受
け
て
、
A
P
E
C
の
拠
り
所
と
し
て
の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
オ
ー
プ

ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ

ズ

ム
と
先
祖
返
り
的
に
説
明
す
る
こ
と
で
A
P
E
C
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
A
P
E
C
が
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
設
定

の
段
階
に
入
る
と
、
オ
ー
プ
ン
・リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
実
態
を
描
写
す
る
言
葉
か
ら
、
実
態
を
創
造
す
る
言
葉

へ

と
用
途
の
転
換
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
も
と
も
と
A
P
E
C
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
は
民
族

・
文
化

・
宗
教

・
言
語

・
経
済

シ
ス
テ
ム

・
政
治
体
制
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
多
様
性
に
富
ん
で
お
り
、
A
P
E
C

へ
参
加
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
相
互
に
か
な

り
違

っ
て
い
る
た
め
、
A
P
E
C
メ
ン
バ
ー
全
て
を
納
得
さ
せ
る
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
確
立
に
関
わ
る
困
難

に
つ
い
て
も
、
オ
ー
プ
ン
・

リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
唱
導
す
る
こ
と
で
解
決
を
試
み
よ
う
と
し
た
。

こ
う
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
グ

ロ
ー
バ
ル
の
軸
か
ら
な
る
座
標
面

に
描
き
出
さ
れ
る
漸
近
線

の
ど
こ
に
A
P

E
C
の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
議
論
を
深
く
詰
め
る
こ
と
な
く
、
オ
ー
プ
ン
・リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ス
ロ
ー

ガ

ン
的
に
使
わ
れ
て
き
た
。
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー

へ
の
懸
念
か
ら
域
外
と
の
差
別
化
と
域
内
の
制
度
化

の
強
化
を
促
進
し
て
、
よ
り
実
効
性

の
高
い
貿
易
・投
資

の
地
域
協
力
の
枠
組
み
を
目
指
そ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
と
、
投
資
量
の
減
少
や
輸
出
競
争
力
の
低
下
、
ア
メ
リ
カ
ン
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

へ
の
服
従
な
ど

へ
の
恐
れ
か
ら
、
拘
束
力
の
弱
い
緩
や
か
な
協
力
体
制
を
求
め
る
マ
レ
ー
シ
ア
や
中
国
の
間

に
は
齟
齬

が

見

ら
れ
る
。
こ
の
両
者
の
妥
協
の
産
物
と
し
て
、
オ
ー
プ

ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
場
当
た
り
的
な
使

い
方
を
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
オ
ー
プ

ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
地
域
的
グ

ル
ー
プ
を
形
成
し
て
外
部
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
貿
易
の
促



進
や
、
国
家
間

の
不
信
感

の
払
拭
等

の
効
果
を
期
待
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府

の
よ
う
な
地
域
主
義
者
(
r
e
g
i
o
n
a
l
i
s
t
)

と
、
地
域
的
グ
ル
ー
プ

の
形
成
に
伴
う
差
別
的
取
り
扱
い
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
や
、
地
域
外
と
の
衝
突
の
増
加
な
ど
を
危
惧
し
、
貿
易
の
自
由
化
に
よ
る
利
益

を
メ

ン
バ
ー
か
否
か
を
問
わ
ず
全
て
の
国
家
に
等
し
く
提
供
す
べ
き
だ
と
い
う
日
本
政
府
の
よ
う
な
地
球
主
義
者
(
g
l
o
b
a
l
i
s
t
)

と
を
妥
協

さ
せ
る
べ
く
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
概
念
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
オ
ー
プ
ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
い
う
語
法
的

に

矛
盾

し
た
表
現
(
o
x
y
m
o
r
o
n
)
は
、
A
P
E
C
の
目
指
す
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
明
確

に
規
定
す
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
て
き
た
。

A
P
E
C
の
中
で
オ
ー
プ
ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
相
互

の
摩
擦
拡
大
の
防
止

に
貢
献
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
こ
の
十
年
の
A
P
E
C
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
、
A
P
E
C
誕
生
か
ら
十
年

経

つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貿
易
投
資

の
進
展
や
そ
れ
に
伴
う
相
互
依
存

に
よ
る
地
域
と
世
界
経
済

の
発
展
と
い
う
こ
と
以
上
に
は
っ
き
り

し
た
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
き
出
せ
て
い
な
い
こ
と
も
ま
た
真
実
で
あ
る
。
A
P
E
C
は
既
に
地
域
化
を
経
験
し
て
「地
域

」
と
し
て
内
外
に
認
知

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「地
域
」
の
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
策
定
、
す
な
わ
ち
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
漸
近

線
の
ど
の
点
を
取
る
か
決
定
す
る
作
業
は
、

い
ま
だ
に
残
さ
れ
て
い
る
。

む
す
び

に
か
え
て

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
勢

い
を
増
し
た
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
も
や

っ
て
き
て
、
国
家
を
超
え

る
枠

組
み
形
成

の
必
要
条
件
と
し
て
空
間
的
再
編

の
下
地
を
作

っ
た
。

一
方
、

一
九
八
〇
年
代

に
入
る
と
、
冷
戦
の
終
焉
や
G
A
T
T
の

弱
体

化
、
巨
大
市
場
の
登
場
と
い
う
国
際
環
境

の
変
化
が
お
こ
り
、
こ
れ
が
国
家
を
超
え
る
枠
組
み
形
成
の
十
分
条
件

と
な

っ
た
。
グ

ロ
ー

バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
席
巻
す
る
今
日
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
地
域
化
が
生
じ
た
後
に
、
「地
域
」
の
存
続

・維
持

の
必
要
性
か
ら

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
備
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
策
定
さ
れ
る
と

い
う
順
番
を
と
る
。



そ
し
て
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
内
容
が
無
限
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
結
局
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
側
面
と
グ

ロ
ー
バ

ル
な
側
面

の
間
の
ど
こ
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
策
定
作
業
と
は
ナ
シ
ョ
ナ

ル
と
グ

ロ
ー
バ
ル
の
間
の
ど
こ
に
駒

を

お
く
か
を
決
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。

A
P
E
C
に
お
い
て
は
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
多
様
性
か
ら
、
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
策
定

で
難
航
し
、
オ
ー
プ

ン
・リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
こ
と
で
お
茶
を
濁
し
て
き
た
。
オ
ー
プ

ン
・リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
「地
域
」
と
い
う
枠
組
み
に
よ

っ
て
外

部

か
ら
区
別
す
る
こ
と
で
ア
ド
ヴ
ァ
ン
テ
ー
ジ
を
得
よ
う
と
す
る
地
域
主
義
者
と
、
「地
域
」
に
よ
る
排
他
性
を
危
惧
す
る
地
球
主
義
者
を

妥
協
さ
せ
る
た
め
に
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
概
念
だ

っ
た
が
、
今
日
の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
決
定
す
る
上
で
の
困
難
を
解
決
す
る
も
の
と

は
な
ら
な
か

っ
た
。
地
域
主
義
者
は
オ
ー
プ

ン
・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
「
オ
ー
プ

ン
」
を
O
P
E
N
 
M
A
R
K
E
T
(市
場
開
放
)
と
い
う
意

味

に
沿

っ
て
関
税
・非
関
税
障
壁
の
撤
廃
と
市
場

の
透
明
性
高
め
る
こ
と
を
追
求
す
る

一
方
、
地
球
主
義
者
は

「
オ
ー
プ
ン
」
の
意
味
を

O
P
E
N
 
C
O
M
P
E
T
I
T
I
O
N

(誰
も
が
参
加
で
き
る
競
争
、
公
募
)
と
捉
え
、
域
外

・
域
内
を
問
わ
ず
無
差
別

・
非
強
制
の
形
を
と
る
こ

と
を
主
張
す
る
、
二
律
背
反
の
状
態
を
温
存
さ
せ
た
だ
け
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
興
隆

に
よ
り
A
P
E
C
の
地
域
化
は
十
年
も
前
に
完
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
A
P
E
C
の
統

一
的

な
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
い
ま
だ
に
確
立
さ
れ
て
い
な

い
。
A
P
E
C
が
今
後
も
拡
大
・深
化
し
て
い
く
こ
と
は
十

分
予
想
さ
れ
る
が
、
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
現
代
の
地
域
形
成
過
程

の
特
殊
性

に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
内
の
不
均
質

さ
が
加
わ
る
た
め
、
し

ば

し
ば
リ
ー
ジ

ョ
リ
ズ
ム
策
定
上
議
論
が
分
か
れ
、
遅
れ
が
生
じ
や
す

い
。 A

c
r
o
n
y
m

A
F
T
A
A
S
E
A
N
 
F
r
e
e
 
T
r
a
d
e
 
A
r
e
a
 
A
S
E
A
N

自
由
貿
易
地
域



ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
統
合
連
合

ア
ン
デ

ス
共
同
市
場

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

対
共
産
圏
輸
出
統
制
委
員
会

経
済
相
互
援
助
会
議

欧
州
共
同
体

欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

欧
州
経
済
共
同
体

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
子
力
共
同
体

関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る

一
般
協
定

南
米
共
同
市
場

北
米
自
由
貿
易
協
定

北
大
西
洋
条
約
機
構

米
州
機
構

南
ア
ジ
ア
地
域
協
力
連
合

世
界
貿
易
機
関

(
1
)
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加

国
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
細
谷
千
博

監
修
/
滝
田
賢
治
・
大
芝
亮
編

『国
際
政
治
経
済
資
料
集
』
有
信
堂
、

「
九
九
九
年
、
八

二

A
L

A
D

I 
A

ssociation 
L

atinoam
ericana 

de 
Integracion

A
N

C
O

M
A

ndean 
C

om
m

on 
M

arket

A
PE

C
A

sia-Pacific 
E

conom
ic 

C
ooperation

A
SE

A
N

A
ssociation 

of 
Southeast 

A
sian 

N
ations

C
O

C
O

M
C

oordinating 
C

om
m

ittee 
for 

E
xport 

C
ontrols

C
O

M
E

C
O

N
 

C
om

m
unist 

E
conom

ic 
C

onference

E
C

E
uropean 

C
om

m
unities

E
C

SC
E

uropean 
C

oal 
and 

Steel 
C

om
m

unity

E
E

C
E

uropean 
E

conom
ic 

C
om

m
unity

E
U

R
A

T
O

M
 

E
uropean 

A
tom

ic 
E

nergy 
C

om
m

unity

G
A

T
T

G
eneral 

A
greem

ent 
on 

T
ariffs 

and 
T

rade

M
E

R
C

O
SU

R
 

M
ercado 

C
om

un 
del 

Sur

N
A

FT
A

N
orth 

A
m

erica 
Free 

T
rade 

A
greem

ent

N
A

T
O

N
orth 

A
tlantic 

T
reaty 

O
rganization

O
A

SO
rganization 

of 
the 

A
m

erican 
States

SA
A

R
C

South 
A

sian 
A

ssociation 
for 

R
egional 

C
ooperation

W
T

O
W

orld 
T

rade 
O

rganization



頁
参
照
。

(2
)
A
S
E
A
N
に
つ
い
て
言
え
ば
、
経
済
閣
僚
会
議

の
発
足
や
事
務
局

の
設
立

(共

に

一
九
七
四
年

)、
第

一
回
A
S
E
A
N
首
脳
会
議

二

九
七
六
年
)

を
経

て
よ
う
や
く
組
織

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ
う

に
な

っ
た
。

A
S
E
A
N
の
軌
跡

に
関
し
て
は
、
須
藤
季
夫

『
東
南

ア
ジ
ア
国
際
関
係

の
構
図

-
理
論
地
域
学
を
め
ざ

し
て
ー
』
勤
草
書
房
、

一
九
九
六
年
、

八
八
-
九

一
頁
、
山
影
進

『A
S
E
A
N
ー

シ
ン
ボ
ル
か
ら

シ
ス
テ
ム

へ
ー
』
東
京
大
学

出
版
会
、

一
九
九

一
年
、
山
影
進

『
A
S
E
A
N
パ
ワ
ｰ
ー
ア
ジ
ア
太
平
洋

の
中
核

へ
ー
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
七
年
を
参
照
す
る
と
よ

い
。

(3
)
本
稿

で
い
う
「
国
際
統
合
」
と
は
、
①
活
発
な
交
流

②
政
策

の
共
通
化

③
非
強
制
性
の
三

つ
の
要
素

を
備
え
、
国
家
間
の
協
調

の
体
系
を
生
み
出
し
、

自
発
的
な
有
形

・無
形
の
政
治
共
同
体
を
創
設
し
て
平
和

の
力
学
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
プ

ロ
セ
ス
、
及
び
状
態
を
指
す
。

(4
)
N
A
T
O

・
ワ
ル
シ

ャ
ワ
条
約
機
構

・
米
州
機
構

・
C
O
M
E
C
O
N
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
例

で
あ
る
。

な
お
、
同
盟
の
目
的

に
つ
い
て
は
、
軍
事

的
安
全
保
障
と
そ
れ
に
伴

う
軍
事
的
協
力
を
専
ら
と
す
る
と
説
明
す
る
論
者
と
、
経
済
的
側
面
を
も
含
む
と
い
う
論
者

と
に
二
分
さ
れ
る
。
主
な
論
者

と

し
て
前
者
は
、
モ
ー
ゲ

ン
ソ
ー
、
後
者
は
ホ
ル
ス
テ

ィ
が
い
る
。
た
だ
し
、
同
盟

の
も
た
ら
す
軍
事
以
外

の
効
果
に
注
目
す
る
論
者

で
さ
え
、
非
軍
事
面

で
の
利
益
は
、
同
盟

の
も
た
ら
す

二
次
的
効
果

に
す
ぎ

な
い
と
考
え
る
。
同
盟
に

つ
い
て
詳
し
く
は
以
下
参
照
。
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
『
国
際
政
治
-
権
力

と

平
和
ー
』
現
代
平
和
研
究
会

訳
、
福
村
出
版
、

一
九
八
六
年
、

一
九
四
頁

ホ
ル
ス
テ
ィ

『
国
際
政
治
の
理
論
』
宮
里
政
玄

訳
、
勤
草
書
房
、

一
九

七
二
年
、

一
四
八
頁

(
5
)
拙
稿

「ポ

ス
ト
冷
戦
期

に
お
け
る
国
際
統
合
理
論

の
視
点
ー
オ
ー
プ

ン
・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
批
判
的
検
討
1
」
『政
治
研
究
』
第
四
六
号
、

一
九
九

九
年
所
収
、
八
八
頁
参
照
。

ま

た

、

こ

の
論

文

の
中

で

コ

ッ
ク

ス

は
、

グ

ロ
ー

バ
ラ

イ

ゼ

ー

シ

ョ

ン
が
国

内

の
社
会

分

裂

を

も

た
ら

し

た
り
、
国
家

の
自

治
上
の
規
制
能
力
を
希
薄
化
さ
せ
た
り
、
政
治
リ
ー
ダ
ー

の
意
見
を
人
々
の
意
見
と
乖
離

さ
せ
た
り
す
る
側
面
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て

も
指
摘
し
て

い
る
。

(9
)

こ
こ
で
「多
層

で
多
角
的

な
」
と

い
う
の
は
、

い
わ
ゆ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ

ュ
ー
」
と

い
う
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

い
う
言
葉

に
、

取

り
組

む
べ
き
課
題
が
地
球
規
模

で
多
国
間

に
ま
た
が

っ
て
き
て

い
る
と

い
う
意
味

を
含

ん
で

い
る
だ
け

で
な
く
、

(M
orgenthau, 

H
ans 

J., Politics 
am

ong N
ations: 

T
he Struggle

for 
Pow

er 
and 

Peace, N
.Y

.: A
lfred 

A
. K

noph 
Inc., 1978.)

(H
olsti, 

K
.J., International 

Politics: 
A

 Fram
ew

ork 
for 

A
nalysis, 

N
ew

 
Jersey: 

E
nglew

ood 
C

liffs, Prentice-
H

all, 
1967.)  °

T
he 

E
conom

ist, 
M

ay 
1995.

C
ox, 

R
obert 

W
., "A

 
Perspective 

on 
G

lobalization", 
in 

G
lobalization: 

C
ritical 

R
eflection, 

M
ittelm

an, 
Jam

es 
H

. 
(ed.),

C
olorado: 

L
ynne 

R
ienner, 

1996, p.23.

W
eiss, L

inda, 
T

he M
yth of the Pow

erless 
State: 

G
overning 

the E
conom

y 
in a G

lobal E
ra, 

C
am

bridge: 
Polity 

Press, 
1998.



と
い

っ
た
意
味
を
も
含

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
状
況
に
お
い
て
は
課
題
そ
の
も

の
も
相
互

に
結
び

つ
い

て

い
る
と
さ
れ
る
。

ダ

(10
)
例
え
ば
、
内
陸
部
で
取
れ
た
物
品
を
貿
易
港
ま
で
運
び
出
す
た
め

の
鉄
道
建
設
が
十
九
世
紀
頃
か
ら
ア
ジ

ア
の
植
民
地

で
盛
ん
に
な

っ
た
が
、
こ
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

は
政
府
に
裏
支
え
さ
れ
た
民
間

の
会
社

に
よ

っ
て
担

わ
れ
、
そ
の
資
金
調
達
は
宗
主
国
な
ど
か
ら
の
間
接
投
資

に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

(11
)
バ
ラ
ッ
サ
、

バ
ー
ス
、
ド
イ
ツ

チ

ュ
の
地
域
統
合
論

に
関
し
て
詳

し
く
は
、
拙
稿

「
ポ
ス
ト
冷
戦
期

に
お
け
る
国
際
統
合
理
論
の
視
点
」
前
掲
論
文
、

一
〇

二
一
一

五
頁
。

(13
)
こ
の
統
計
で
の
ア
ジ
ア
、
北

ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
と

い
う
言
葉
は
、
す

べ
て
I
M
F
の
分
類

に
し
た
が

っ
た
。

(14
)
宮
智
宗
七

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
貿
易
構
造
」
宮
智
宗
七

・大
西
健
夫
編

『A
P
E
C
日
本

の
戦
略
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
九
五
年
所
収
、

一
五

一
頁
を
参
照
。

(15
)
宮
智
宗
七

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
貿
易
構
造
」
前
掲
論
文
、

一
五

一
頁
よ
り
。

(16
)
表

2
は
、
前
傾

デ
ー
タ
を
も
と

に
椛
島

が
作
成
し
た
。
数
字

は
、
ア
ジ

ア
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域

に
対
す

る
輸
出
入
量

の
伸
び
を
、
世
界
全
体

に
対
す
る
輸
出
入
量

の
伸
び

で
割

っ
た
も

の
。

(17
)
経
済
企
画
庁
編

『A
P
E
C
経
済
展
望
-
動
向

・
構
造

・
展
望

・
課
題
ー
』
大
蔵
省
印
刷
局
、

一
九
九
五
年
、

一
一
〇
1

一
一
五
頁
に
よ
る
。

(
18
)
な
お
、
近
代
の
株
式
会
社

の
起
源

は
、
一
六
〇
二
年

に
設
立

さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ

の
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
詳
し
く
は
、
大
隅
健

一
郎

『株
式
会
社
法
変
遷
論
』
有
斐
閣
、

一
九
五
三
年

を
参
照
。

(19
)
石
崎
昭
彦

「国
際
資
本
移
動
」

『国
際
政
治
経
済
辞
典
』
東
京
書
籍

、

一
九
九
七
年
所
収
、
二
〇

二
-

二
〇
三
頁
参
照
。

(20
)

ロ
バ
ー
ト
・
ア
ル
ブ
リ
ト

ン
(永
谷
清

監
訳
)
『資
本
主
義

発
展

の
段
階
論
i
欧
米
に
お
け
る
宇
野
理
論

の

一
展
開
ー
』
社
会
評
論
社
、

一
九
九
五
年
、

一
八
四
頁
を
参
照
。

(21
)
例

え
ば
十
九
世
紀
以
降

マ
レ
ー
半
島
に
は
、
錫
鉱
山
の
労
働
者
や

コ
ー
ヒ
ー
・
茶

・天
然
ゴ
ム
の
プ
ラ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン
労
働
者

と
し
て
、
大
量

の
中
国

inclusive"

 cf., 
T

hesaurus, 
L

ondon: 
H

arper 
C

ollins, 
1997.

  
cf., B

alassa, 
B

ela, 
T

he 
T

heory 
of E

conom
ic 

Integration, 
Illinois: 

Irw
in, 

1961; H
aas, 

E
rnst 

B
. and Phillipe 

C
. Schm

itter, 
"E

conom
ics 

and D
ifferential 

Patterns 
of Political 

Integration: 
Projection 

about 
U

nity 
in L

atin 
A

m
erica"

, in International 

O
rganization 

(18.4), 1964, pp.705-37; H
aas 

E
rnst 

B
., B

eyond 
the N

ation-State: 
Functionalism

 
and 

International 
O

rganization, 

C
alifornia: 

Stanford 
U

niversity 
Press, 

1964; H
aas, 

E
rnst 

B
., "International 

Integration: 
T

he 
E

uropean 
U

niversal 
Process", 

in International 
O

rganization: 
Politics 

and 
Process, 

L
eland 

M
. G

oodrich 
and D

avid A
. K

ay 
(eds.), M

adison: 
T

he 
U

niversity 

of W
isconsin 

Press, 
1973.

IM
F, D

irection 
of T

rade Statistics 
Y

earbook, p.26



人
、
イ

ン
ド
人
、
ジ

ャ
ワ
人
な
ど
が
流
入
し
た
。
詳

し
く
は
、
加
藤
剛

「
民
族

と
言
語
」
綾
部
恒
雄

・石
井
米
雄
編

『も

っ
と
知

り
た

い
マ
レ
ー
シ
ア
』

(第

二
版
)
、
弘
文
堂
、

一
九
九

八
年
所
収
、
八
三
-
八
六
頁
を
見
る
と
よ

い
。

(22
)
今
日

に
お

い
て
も
移
民
労
働
者
は
な
お
存
在
す
る
が
、

一
般
の
人

々
が
国
境
を
越
え
や
す
く
な

っ
た
現
代

に
お
い
て
は
例
え
ば

マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ

ョ

ホ
ー
ル

・
バ
ー
ル
か
ら
毎

日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

へ
通
勤

す
る
労
働
者
が
出

て
く
る
な
ど
自
分

の
国
を
離
れ
て
働

く
労
働
者

の
形
態
も
多
様
化
し
て
き
て

い

る
。
桑
原
靖
夫

『国
境
を
越

え
る
労
働
者
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
年
を
参
照
。

(23
)

ア
ジ
ア

に
は
南
北
朝
鮮

と
中
国
・
台
湾
の
二
つ
の
分
断
国
家
が
な
お
存
続
す
る
た
め
、
冷
戦
が
終
わ

っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
き
れ
な

い
が
、
こ
こ
で

は
、

一
九

八
九
年

の
ブ

ッ
シ
ュ
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
間

の
マ
ル
タ
会
談

に
よ
る
冷
戦
終
結
の
宣
言
と
、
一
九
九

一
年
六
、
七
月

の
コ
メ

コ
ン
及
び
ワ
ル
シ
ャ

ワ
条
約
機
構
の
解
散
を
冷
戦

の
終
わ
り
と
す
る
見
解

に
従
う
。

(24
)
米

・中

・
ソ
の
三
者
間

の
戦
略
上
の
関
係

の
変
化

に
東
南
ア
ジ
ア
紛
争

の
性
格
が
規
定
づ
け
ら
れ

て
き
た
こ
と

に
関
し
て
以
下
の
考
察
が
あ
る
。
須
藤

季
夫

『東
南
ア
ジ

ア
国
際
関
係

の
構
図
』
前
傾
書
、

一
五
二
-

一
八

一
頁
。

(25
)
M
o
r
r
i
s
o
n
,
 
C
h
a
r
l
e
s
 
E
.
,
 
"
A
P
E
C
:
 
T
h
e
 
E
v
o
l
u
t
i
o
n
 
o
f
 
a
n
 
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
"
,
 
i
n
 
A
s
i
a
-
P
a
c
i
f
i
c
 
C
r
o
s
s
r
o
a
d
s
:
 
R
e
g
i
m
e
 
C
r
e
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
t
h
e

F
u
t
u
r
e
 
o
f
 
 
A
P
E
C
,
 
V
i
n
o
d
 
K
.
 
A
g
g
a
r
w
a
l
 
(
e
d
.
)
,
 
L
o
n
d
o
n
:
 
M
u
c
m
i
l
l
a
n
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
9
8
,
 
p
p
.
4
-
7
.

(26
)
菊
池
努

『
A
P
E
C
ー
ア
ジ
ア
太
平
洋
新
秩
序

の
模
索
1
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、

一
九
九

五
年
、
二
四
頁

に
よ
る
。

(27
)
菊
池
努

『
A
P
E
C
』
前
傾
書
、

二
二
頁
を
参
照
。

(28
)
G
A
T
T
ウ

ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド

に
関

す
る
文
献
は
数
多

い
が
、
こ
こ
で
は
、
小
野
田
欣
也

「
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
と
世
界
貿
易
体
制

の
改
編
」

白
石
孝
編

『グ

ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
と
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
ー
新
た
な
世
界
貿
易
秩
序

へ
の
模
索
ー
』
勤
草
書
房
、

一
九
九
五
年
所
収
、
池
田
美
智
子

『ガ

ッ

ト
か
ら

W
T
O

へ
1
貿
易
摩
擦

の
現
代
史

1
』

ち
く
ま
新
書
、

一
九
九
六
年
を
参
照
。

(
29
)
世
界

レ
ベ
ル
で
の
対
応
策
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も

の
が
、
ま
さ
に
W
T
O
で
あ
る
。

(30
)
E
C
に
関
し
て
、

こ
こ
で
は
鴨
武
彦

『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
九
三
年
を
参
考

に
し
た
。

(31
)
米
加
自
由
貿
易
協
定
ほ
か
ア
メ
リ
カ

の
地
域
戦
略
と
し
て
の
経
済
外
交

に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
堀
坂
浩
太
郎

「北
米
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
地
域

戦
略
と
日
本

の
選
択
」
ピ
ー
タ
ー

・
ス
ミ
ス
、
西
島
章
次
編

『
環
太
平
洋
圏
と
日
本

の
選
択
ー
オ
ー
プ

ン

・
リ

ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム

へ
の
道
ー
』
新
評
論
、

一
九
九
五
年
。

(
32
)
S
e
e
,
 
M
a
n
s
f
i
e
l
d
,
 
E
d
w
a
r
d
 
D
.
 
a
n
d
 
H
e
l
e
n
 
V
.
 
M
i
l
n
e
r
 
(
e
d
s
.
)
,
 
"
 
T
h
e
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
E
c
o
n
o
m
y
 
o
f
 
R
e
g
i
o
n
a
l
i
s
m
:
 
A
n
 
O
v
e
r
v
i
e
w
"
,
 
i
n
 
T
h
e

P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
E
c
o
n
o
m
y
 
o
f
 
R
e
g
i
o
n
a
l
i
s
m
,
 
N
.
Y
.
:
 
C
o
l
u
m
b
i
a
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
9
7
,
 
p
p
.
3
-
4
.

(33
)
I
b
i
d・構
成
主
義
(
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
v
i
s
m
)

の
立
場
を
と
る
カ
プ

チ
ャ
ン
(
C
h
a
r
l
e
s
 
K
u
p
c
h
a
n
)

に
よ
る
と
、
リ
ー
ジ

ョ
ン
は
地
理
的
近
接
性
が
な



く

て
も
共
通

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
す
る
国

々
に
よ

っ
て
成
り
立

つ
。

(
34
)
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
に
伴

っ
て
自
然
発
生
的

に
誕
生
し
た
経
済
圏
を
追
認
す
る
形

で
「
地
域
」
と
し
、
自
治
体

レ
ベ
ル
で
の
政
策
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て

い
る
最
た
る
例
と
し
て
は
、
環
日
本
海
経
済
圏
が
あ
げ

ら
れ
る
。

(
35
)
広
義

の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
は
、
特
定
の
「地
域
」
形
成

の
た
め
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
狭
義

の
意
味

の
ほ
か
に
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
沿

っ
た
経
済

活
動

に
よ
る
地
域
化

の
意
味
を
含
む
。

(36
)

ハ
レ

ル
に

よ
れ

ば

、
①

地

域

化

③
地
域
で
の
国
家
間
協
力

⑤
地
域
的
ま
と
ま
り

②
地
域

に
つ
い
て
の
自
覚

と
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

④
国
家
が
促
進
す
る
地
域
経
済
統
合

の
五

つ
の
要
素
が
現
代
の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
理
論

と
現
実

の
両
面

で

の
核

で
あ
り
、
実
際
そ
れ
ら
の
要
素
が
互
い
に
絡
ん
で
現
れ
て

い
る
。
詳
し
く
は
以
下
を
見
る
と
よ

い
。

(37
)
国
際

レ
ジ
ー
ム
と
は
、
あ
る
特
定

の
問
題
領
域

に
つ
い
て
「
ア
ク
タ
ー
の
期
待

の
集
中

す
る
、

一
連

の
明
示
的
あ
る
い
は
暗
黙
的
な
原
則
・
規
範

・
ル
ー

ル
・政
策
決
定
手
続
き
」
(ク
ラ
ス
ナ
ー
)
で
あ
り
、
「
ア
ク
タ
ー
の
期
待
が
集

ま
る
、
国
際
関
係
上
の
あ

る
問
題
領
域
を
規
定
す
る
社
会
制
度
」
(ラ
ギ

ー
)

で
あ

っ
て
、
「
レ
ジ
ー
ム
が
取
り
扱
う
特
定

の
問
題
領
域

で
は
、
そ
の
構
成
単
位

が

(自
立
的

に
1
椛
島
)
意
思
決
定

し
た
り
、
行
動

し
た
り
す
る
自
由

は
制

限

さ

れ

る
。
」

(ラ

ギ

ー
)

(38
)
世
界
銀
行

に
よ
れ
ば
、
「
高
成
長

の
東
ア
ジ

ア
経
済
」

と

は
次

の
八

つ
。

日

本

、
韓

国

、

台

湾

、

香

港

、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
、

イ

ン
ド

ネ

シ

ア
、

マ

レ
ー

シ
ア

、

タ

イ
。

(
39
)
第

一
回
A
P
E
C
会
議

の
共
同
声
明

に
は
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ

に
よ
る
議
長
声
明
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
文
書

は
以
下

の
ウ

ェ
ブ

・サ
イ
ト
に
よ
り
入
手

し

た

。

ま

た
、

一
連

の
A

P

E
C

の
立

ち
上

げ

に

つ

い
て
は

、
オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
の
外
交
指
針
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
外
交
政
策

に
関
し
て
は
、
例
え
ば
以
下
参
照
。

econom
ic 

integration)

(regionalization)

(regional 
inter-state 

cooperation)

(regional 
cohesion)

(regional 
aw

areness 
and identity)

(state-prom
oted 

regional 
and

° H
urrell

, A
ndrew

, 
et al.(eds.), "R

egional-

ism
 

in T
heoretical 

Perspective." 
in R

egionalism
 

in 
W

orld 
Politics: 

R
egional 

O
rganization 

and 
International  

O
rder, 

O
xford: 

O
xford 

U
niversity 

Press, 
1995.

K
rasner, 

Stephen 
(ed.), 

"Structural 
C

auses 
and 

R
egim

e 
C

onsensus: 
R

egim
es 

as 
Intervening

V
ariables" 

in International 
R

egim
es, 

Ithaca, 
N

.Y
.; C

ornell 
U

niversity 
Press, 

1983, pp.1-21; R
uggie, 

John 
G

erard, 
"Interna-

tional 
R

egim
es, 

T
ransactions, 

and 
C

hange: 
E

m
beded 

L
iberalism

 
in 

the 
Postw

ar 
E

conom
ic 

O
rder", 

in 
International 

O
rganization 

(36.2), Spring 
1982.

I(H
PA

E
s: high-perform

ing 
E

ast A
sian E

conom
ies)

W
orld 

B
ank, 

T
he 

E
ast 

A
sian 

M
iracle: 

E
conom

ic 
G

row
th 

and

Public 
Policy, 

N
.Y

.: 
O

xford 
U

niversity 
Press, 

1993.

http://w
w

w
.apecsec.org.sg/virtualib/m

inism
tg/m

tgm
in89. 

htm
l

Sm
ith, 

G
ary, 

D
ave 

C
ox, 

and

Scott 
B

urchill, 
A

ustralia 
in 

the 
W

orld: 
A

n 
Introduction 

to 
A

ustralian 
Foreign 

Policy, 
N

.Y
.: 

O
xford 

U
niversity 

Press, 
1997.



(40
)
『朝
日
新
聞
』
朝
刊
、

一
九
九

一
年
十

一
月
十
三
日
。
盧
泰
愚
大
統
領
が
、
オ
ー
プ

ン
・リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
葉
を
こ
の
場
で
使

っ
た
背
景
に
は
、

前
年

(
一
九
九
〇
年
)
末

に
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
　

首
相
が
提
唱
し
た
E
A
E
C

(当
時

は
E
A
E
G
)
構
想

へ

の
牽
制

の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
E
A
E
C
の
展
開

に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
l
E
A
E
C
構
想

と

そ
の
後
1
」
『
九
大
法
学
』
第
七
八
号
、

一
九
九
九
年
所
収

を
参
照
。

(43
)
山
本
吉
宣

「
現
在
の
国
際
関
係

に
お
け

る
地
域
主
義
」

『ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
主
義
と
日
本

の
外
交
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、

一
九
九

四
年
所
収
、

二
六
頁
参
照
。

(M
ahathir 

M
oham

ad)

See, 
G

arnaut, 
R

oss,  O
pen 

R
egionalism

 
and 

T
rade 

L
iberalization: 

A
n 

A
sia-Pacific 

C
ontribution 

to 
the 

W
orld 

T
rade 

'

System
, 

Singapore: 
Institute 

of 
Southeast 

A
sian 

Studies 
; Sydney: 

A
llen 

and 
U

nw
in, 

1996, 
pp.6-9.

Ibid.

See, 
B

ergsten, 
Fred, 

C
., "O

pen 
R

egionalism
", 

in 
T

he 
W

orld 
E

conom
y, 

1997, p.545-51; 
Fane, 

G
eroge, 

"A
PE

C
: 

R
egionalism

,

G
lobalism

, 
or O

bfuscation?", 
in A

genda 
(2.4), 1995, pp.399-402.

Ibid. 
B

ergsten.




